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中
国
の
南
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
東
に
位
置
す
る
東
南
ア
ジ
ア
は
現
在
、
一

一
の
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
民
族
、
宗
教
、
言
語
、
文
化
、
風
習
な
ど
の

面
で
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
東
南
ア
ジ
ア
史
は
国
ご

と
、
あ
る
い
は
大
陸
部
と
島
嶼
部
に
分
け
て
叙
述
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
本
書
は
、
こ
の
一
見
ば
ら
ば
ら
に
み
え
る
東
南
ア
ジ
ア
を
ひ
と

つ
の
地
域
と
し
て
捉
え
、
最
近
一
五
〇
年
前
後
の
「
近
現
代
史
」
と
し
て
描

く
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
著
者
が
二
〇
一
二
年
に
東
京
大
学
を
退
職
す
る
ま

で
行
っ
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
近
現
代
史
の
講
義
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
た
概
説
書

で
あ
る
。
 

 
「
ま
え
が
き
」
の
中
で
著
者
は
、
東
南
ア
ジ
ア
が
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て

捉
え
う
る
理
由
と
し
て
、
一
九
世
紀
後
半
ま
で
に
全
域
が
資
本
主
義
世
界
経

済
の
シ
ス
テ
ム
に
編
入
さ
れ
、地
域
間
で
の
分
業
関
係
が
形
作
ら
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
二
〇
世
紀
以
降
の
植
民
地
支
配
に
よ
り
国
民
国
家
を
創
造
す
る
政
治

的
な
動
き
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
様
な
中
に
も
「
共
通
の
脈
動
」
を
も

っ
て
歴
史
が
動
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
 

 
ま
ず
第
１
章
「
東
南
ア
ジ
ア
の
概
況
と
近
現
代
史
の
時
代
区
分
」
と
第
２

章
「
近
代
以
前
の
東
南
ア
ジ
ア
史
」
で
、
環
境
や
近
代
以
前
の
歴
史
な
ど
が

概
説
さ
れ
る
。
続
く
第
３
章
「
欧
米
植
民
地
支
配
の
拡
大
」
と
第
４
章
「
後

期
植
民
地
国
家
の
形
成
と
経
済
発
展
」
で
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
オ
ラ
ン
ダ

と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
領
域
的
な
支
配
の
拡
大
と
、
交
通
・
通
信
革
命
に
よ
り

東
南
ア
ジ
ア
が
資
本
主
義
的
世
界
市
場
に
編
入
さ
れ
た
過
程
が
示
さ
れ
る
。
 

 
第
５
章「

植
民
地
支
配
の
帰
結
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
」、第
６
章「

植

民
地
支
配
の
終
わ
り
と
国
民
国
家
の
誕
生
」、

第
７
章
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
革

命
の
終
結
と
強
権
政
治
の
展
開
」
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
を
達

成
し
、
新
し
い
国
民
国
家
と
な
っ
た
各
国
が
、
冷
戦
下
で
異
な
る
体
制
を
取

り
な
が
ら
も
、
強
力
な
指
導
者
の
下
で
強
権
的
な
統
治
が
行
わ
れ
た
過
程
を

述
べ
て
い
る
。
 

 
最
後
の
三
つ
の
章
、
第
８
章
「
製
造
工
業
の
発
展
と
緑
の
革
命
」、

第
９
章

「
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
東
南
ア
ジ
ア
」、

第

10章
「
二
〇
世
紀
末
以
降
の

東
南
ア
ジ
ア
」
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
経
済
的
な
発
展
と
、
ア
ジ

ア
経
済
危
機
を
経
て
強
権
政
治
か
ら
脱
却
し
、
地
域
統
合
の
動
き
を
加
速
し

た
二
〇
世
紀
末
以
降
を
記
述
し
て
い
る
。
 

 
全
体
を
通
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
で
生
じ
た
社
会
的
・
政
治
的
な
大
転
換
に

共
通
す
る
要
因
と
し
て
、
一
八
七
〇
～
一
九
一
〇
年
代
と
一
九
七
〇
年
代
以

降
の
二
つ
の
時
期
の
交
通
・
通
信
の
革
命
的
な
発
展
と
、
植
民
地
化
や
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
相
ま
っ
て
、
国
際
分
業
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
過

程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
の
専
門
が
経
済
史
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貿
易

や
投
資
の
統
計
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
、
そ
れ
ら
の
数
値
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で

東
南
ア
ジ
ア
全
域
の
国
際
関
係
の
変
化
を
分
析
し
て
い
る
点
が
、
本
書
の
特

徴
で
あ
る
。
 

 
一
九
六
七
年
に
結
成
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
に
は
す
で
に
一
〇
か

国
が
集
結
し
、
残
り
一
か
国
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
も
数
年
内
の
加
盟
が
確
実
視
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さ
れ
て
い
る
。
名
実
と
も
に
経
済
共
同
体
と
し
て
の
動
き
を
加
速
さ
せ
、
日
 

本
と
の
関
係
も
増
し
て
い
る
現
在
、
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
 

の
形
成
過
程
を
鳥
瞰
す
る
概
説
書
と
い
え
よ
う
。
 
 
 
 
（
工
藤
裕
子
）
 

 
 


